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2024 年度 文化・芸術活動に優れた者の特別選抜入学試験 

2024 年度 スポーツ能力に優れた者の特別選抜入学試験 

「法学部」 

 

 
１．実施状況 

志願者数、合格者数等 

【文芸】 

学科 志願者数 1 次合格者数 最終合格者数 

法学科 1 1 1 

【スポーツ】 

学科 志願者数 1 次合格者数 最終合格者数 

法学科 17 14 14 

 

２．試験内容 

日本において子どものいる両親が離婚した後の親権と、新たな制度設計にまつわる問題について論

じた社説を読んでもらい、記事の内容について質疑応答を行った。 

 

３．出題意図 

法学部のアドミッション・ポリシーに従い、事実や他者の考えが書かれている文章の内容を正確に

理解し、それに対する自己の考えを論理的に表現する基礎学力を備えているかどうかを審査すること。 

 

４．評価ポイント 

社説の文章を正しく音読できるか、記事に書かれている事実や主張内容を正確に理解し伝達できるか、

それらについての自分の意見を論理的にまとめて伝えられるか、の 3つが評価の観点であった。 

 

５．解答状況 

文章の音読と社説にある内容の正確な理解・伝達については、全ての志願者が概ね適切に回答でき

ていた。自分の意見をまとめて論理的に述べることについても、昨年度よりも多くの志願者が適切、

十分な形で説明できていた。 

 

６．次年度以降の受験生へのアドバイス 

例年そうであるように、法学・政治学を学ぶ上で共通して重要なことは、様々な社会問題に広く関

心を持ち、その原因や状況、解決策について知り、自分なりに考え、それを言語化できることです。

そうすることで、入学後に授業内容をよりよく理解できたり、その後の発展的な学習、研究に繋が

ったりと、法学部での学びに長く役に立つ能力の素地を作ることができます。具体的には、日々の

ニュースを読んで関心のアンテナを張り、興味を持ったトピックについて専門的知見により書かれ

た本を読み、その社会問題について深く理解し考えることを習慣づけることを強く薦めます。 
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７．進路指導上の留意点（主に高校教員向けの入試指導上のポイント） 

出題内容にある社会問題について何も知らない、関連する単語を初めて見る、という状態では試験

には対応できません。また、その入試はたまたま凌げたとしても、入学後に大変な苦労・困難を抱

えることになります。日頃の蓄積・準備が重要ですので、受験を希望する生徒には、上記に述べた

ような準備をできるだけ早い段階から自然と行うようにご指導ください。 

 

以上 


